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頑張れ３年！
１，２年生が激励のエール

２月１日の県立高校Ⅰ期試験に向けて、３年

生が最後の面接練習、事前指導に臨みました。

「受験も団体戦！」と考える本校では、面接

練習の様子は、１，２年生にも見学の機会を設

けています。やや意地悪な質問にも臆せず、堂

々と答える３年生に、１，２年生もあらためて

尊敬の念を抱いたようです。

面接練習終了後には、１，２年生から激励の

エールが送られました。６日にはきっとよい結

果が届くと思います。

今年のできは…？
１日、１，２年生が、３日に行われる「やないづ冬まつり」に出品する雪像づくりを行

いました。

美術の時間に各自がデザインしたものを集約し、１，２年生がそれぞれ１基ずつ製作し

ました。担当の半沢先生の指導を受けたデザインですが、今年はどっしりとしたデザイン

で、すっきりした中にも随所に工夫が見られる作品になりました。

サポートのはずの先生方も、生徒のことも忘れて没頭…。天候にも恵まれ、大変楽しい

行事になりました。



『わたしのいもうと』
松谷 みよ子/作

２９日の敬子先生の読み聞かせは、松谷みよ子さんの『わたしのいもうと』という絵本

でした。表題から想像できる内容とはかけ離れており、大変衝撃を受けました。

「一部抜粋」とも考えましたが、生徒の皆さんにも、そして保護者の方にももう一度じ

っくり読んで考えていただきたく、全文を掲載します。細かい字で恐縮です。

『わたしのいもうと』
松谷 みよ子/作

この子は

わたしの いもうと

むこうを むいたまま

ふりむいて くれないのです

いもうとのはなし

きいてください

いまから 七年まえ

わたしたちは この町に

ひっこしてきました

トラックに のせてもらって

ふざけたり はしゃいだり

アイスキャンディを なめたりしながら

いもうとは 小学校四年生でした

けれど てんこうした学校で

あの おそろしい いじめが

はじまりました

ことばが おかしいと わらわれ

とびばこが できないと いじめられ

クラスの はじさらしと ののしられ

くさい ぶたと いわれ

―ちっとも きたない子じゃないのに

いもうとが きゅうしょくを くばると

うけとってくれないというのです・・

とうとう だれひとり

口をきいてくれなくなりました

ひと月たち

ふた月たち

えんそくに いったときも

いもうとは ひとりぼっちでした

やがて いもうとは

学校へ いかなくなりました

ごはんも たべず

口も きかず

いもうとは だまって どこかをみつめ

おいしゃさんの手も ふりはらうのです

でも そのとき

いもうとの からだに

つねられた あざが たくさんあるのが

わかったのです

いもうとは やせおとろえ

このままでは いのちがもたないと

いわれました

かあさんが ひっしで

かたくむすんだ くちびるに

スープをながしこみ

だきしめて だきしめて

いっしょに ねむり

子もりうたを うたって

ようやく いもうとは

いのちを とりとめましたそして

まい日が ゆっくりと ながれ

いじめた子たちは

中学生になって

セーラーふくで かよいます

ふざけっこしながら

かばんを ふりまわしながら

でも いもうとは

ずうっと へやにとじこもって

本も よみません

レコードも ききません

だまって どこかを 見ているのです

ふりむいても くれないのです

そしてまた としつきがたち

いもうとを いじめた子たちは

高校生

まどのそとを とおっていきます

わらいながら

おしゃべりしながら・・・・・

このごろ

いもうとは おりがみを

おるようになりました

あかいつる あおいつる しろいつる

つるに うずまって

でも やっぱり ふりむいては

くれないのです

口を きいてくれないのです

かあさんは なきながら

となりのへやで

つるを おります

つるを おっていると

あの子のこころが

わかるような きがするの・・・・

ああ 私の家は つるの家

わたしは のはらをあるきます

くさはらに すわると

いつのまにか わたしも

つるを おっているのです

ある日 いもうとは

ひっそりと しにました

つるを てのひらにすくって

花といっしょに いれました

いもうとのはなしは

これだけです

わたしを いじめたひとたちは

もう わたしを わすれてしまったでしょ

うね

あそびたかったのに

べんきょうしたかったのに


